看護連絡会議　議事録　　　　　　　　　千葉C.O.O印

実施日　　平成22年3月8日（月）　　　　　　　　　　　　　　（第45回）

時　間　　14:00～15:30                                      司会者:東　和弘
場　所　　病院2F会議室                                     記録者: 中居　則子
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＜グループ活動報告＞

東病棟：・スタッフ勤務形態変更について

　　　　　山田真紀が4月勤務から準夜勤務実施→プラスワン勤務2階実施予定

　　　　・稟議書関係

　　　　　病棟ポスト設置の稟議書ＡＯＭ確認中

　　　　・看護事業G（隔離拘束）話し合いを5日に実施、今年度終了
西病棟：・新型インフルエンザ予防接種　23名終了

・GAF評価

　　　　・「お花見」企画　3月上旬提出予定

北病棟：・服薬モジュール終了

　　　　・検査データ教育計画考案中

　　　　・家族教育報告書作成

　　　　・ガフ入力

南病棟：・認知症に関する調査・・3/8まで（3/19まで郵送）3/3佐藤ＡＯＭへ提出

　　　　・管理者研修　　　次回4/2(金)　　 　管理技術その2

　　　　・「拘束」について・・実技を踏まえて3月17.18予定

外　来：・環境整備計画書作成→提出

　　　　・検査実施数（採血13名・検尿14名・胸部X-R1名・頭部ＣＴ2名）

・精神神経用剤実施6名･心理検査実施2名

･栄養指導実施1名・新型インフルエンザワクチン実施3名

　　　　・新型インフルエンザワクチン接種希望者全員終了

　　　　　65歳↑病院37名・施設19名・外来5名　計61名

　　　　　64歳↓　　　63名・　　　20名・　　　7名　計90名

　　　　　総数　151名　　　　　　　　

通　所：・50周年記念誌部署紹介―看護統括分で全部署分完了。

　　　　・2/13 東北メディカル実習指導者会議　報告書提出。3月3日決裁。

・3/6　岩手ﾘﾊ実習指導者会議。出張報告書作成中。

＜検討事項＞

・予測指示の書式に中止欄を設けるか？

　→欄を設け、日付・担当医の署名・担当医から受けたスタッフの署名を記載するような書式にし、予測指示担当者は作成すること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・4月1日以降の、DC人員基準の、CPあるいはPSWの枠はどうするのか？

　→次の人事異動で配属する予定。人員基準には１ヶ月の猶予があるか調べること。

・光熱費

　→重油量が増えた原因として、南病棟の重油が故障しており１日中床暖房がついていることが考えられる。その他の重油代や電気代、水道代は原因がわからない。部署単位で光熱費を出した方が、どこが多く使っているか等詳細についてわかりやすく、多く使用している原因も分かりやすいのではないか。

＜看護事業報告＞

〇リハビリテーションプログラム

　・アンケート終了

　・アンケート結果が出ている。各データを確認していく。（アンケート結果の一例として、スタッフがリハビリテーションプログラムを理解して行っているかという項目では、30％の方が理解できていない・あいまいと答えている）

　・資料確認し、各部署担当者で改善案について検討　

〇教育委員会

　・アンケート実施中

　・アンケート結果を報告書に入れていく。

　・3/17,18「拘束」についての研修予定。研修場所は、西病棟個室の45・46号室を使用予定だったが、メンタルケア病棟３階に変更。

〇データベース

　・モデルについて検討

　・年内中にデータベースをまとめるのは難しい。

　

＜AOM連絡事項＞

〇22年度事業計画

・H21年度事業項目一覧
病棟オリエンテーション冊子の見直し更新
標準看護計画の見直し更新（下半期）
看護業務手順書の見直し更新（上半期）
病棟各ユニットケア基準に沿ったケア実践と評価
看護過程に沿った個別ケアの充実（看護データベース）
行動制限のケア基準に沿った実践展開
患者ケア・評価体制の適正運用と点検
認知症疾患患者のベッドコントロールの管理体制
SSTならびにOT実施状況の管理
研修項目・内容の見直し
研修参加率の向上
看護管理者を対象とした学習会の開催・継続
安全管理体制の定期点検継続（委員会）
スタッフの禁煙取り組みのサポート
・内容 強化及び変更事業（案）
病棟各ユニットケア基準に沿ったケア実践と評価
看護過程に沿った個別ケアの充実（看護データベース）
行動制限のケア基準に沿った実践展開
患者ケア・評価体制の適正運用と点検
認知症疾患患者のベッドコントロールの管理体制
SSTならびにOT実施状況の管理
・H22年度事業ポイント
入院から退院までの治療・ケアプロセスの整備
入院期間の短縮化を図るためのケア体制・内容の整備・充実
患者の適正評価の実施
スタッフ教育（自律的職業人の育成計画）

〇連絡事項

・3/11の夕方まで期末評価作成し、ＡＯＭへ提出すること。

・人事考課面接前くらいまでに人事考課事例集作成すること。

　現在の進捗状況：１年と２～３年は100％

　　　　　　　　　４～５年と６年は50％

